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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、事態を伝える際に事態に聞き手の注意を引きつけるように配慮された英語表現を取り上
げ、それらの特性について考察したものである。それらの表現は、広い意味で当該の出来事・事態に
対する話者の心的態度を表したものと言える。話者の心的態度を表す表現は幾多もあるが、その中で、
従来、その事態についての話者の心的態度の表出という視点が見過ごされてきたと思われる３つの表
現に着目した。それらは、主語が自分の状態に不意に気づくことを表す find+再帰代名詞+補語(find 
oneself 構文), 話者にとってある事態の結果が判明したことを表す turn out, 話者が事態の偶然性を
表す happen to 不定詞である。find oneself 構文の特徴は、主語が置かれている状況を主語自身で認
識したと表すことである。He is trembling.なら、彼の震えている状態は観察者である話者によって
認められたものであるが、He found himself trembling.では、彼の震えている状態は主語である「彼」
自身が認めたことである。find oneself 構文では、それまでの話者による状況認識から主語による状
況認識へ変わる。また、語りの視点は状況描写から主語の心中へと変わる。この２つの変化と「気づ
く」という事態との整合性から来る事態の [+intentional]→[-intentional] の転換が find oneself 構
文を目立たせ、一種の強調効果を持たせている。一方、turn out は予想と異なる結果を表す場合に
用いられる。瞬間的に判明する事態で予想を立てる間がないような場合でも、turn out を用いるこ
とで先行認識との対比が喚起され、判明する過程が強調される。そして、happen to 不定詞について
は、その根源的意味は必然性の欠如であり、その根源的意味に様々な用法が関連づけられる。その用
法の中には、事態の生起そのものの偶然性ではなく、談話においてその事態を持ち出す唐突性を緩和
するために用いられたと考えられる場合もある。それは、意外性のシグナルと言えるこの表現が持つ
注意喚起、強調効果を意図してのことである。これら３つの表現は、語りの中でそこだけその前後と
は異なる視点を導入し、その事態を強調する効果を持っている。find oneself 構文における話者の心
的態度とは、急に状況描写から主語の気づきへと視点を転換すること、turn out の話者の心的態度
とは先行認識との対比をすること、happen to 不定詞の話者の心的態度とは事態の必然性の欠如にあ
えて言及するということである。そして、このように話者の心的態度が認められるということは、そ
の事態が特筆すべき意外な事態だったからだと言えよう。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は find＋再帰代名詞＋補語、turn out、そして、happen to 不定詞の３つの英語表現を取り上
げ、それらが、実は話者の心的態度を反映していることを示したすぐれた論文である。序章では、事
態についての話者の心的態度を表出していると思われるのにもかかわらず、そのような観点からこれ
まで論じられることのなかった表現として find＋再帰代名詞＋補語、turn out、そして、happen to 不
定詞の３つの英語表現があるとし、その英語の表現のある個所の和訳文を観察してみたところ、必ず
しも３つの表現の違いが出ていないことを述べていると述べている。第 2 章では、find oneself ＋補
語の構文は、補語部分が[+perceptible]（気づき得る事態）、かつ[+temporary]（一時的な事態）、かつ
[-intentional]（意図しない事態）である場合に用いられ、suddenly などの驚きを示す表現とも共起す
ることがあるとする。第 3 章では事態認識の動詞句として「結局、何々だった」という意味の turn out 
について考察している。先行認識を想起させることで、 turn out で導入される事態との間には「意
外性」が関わると言われる。本論文のすぐれた点は、意外性がない場合でも用いられる場合があるこ
とを指摘している点で、予想が示されていない、あるいは特定ができないという場合にも turn out が
あることを考察してこと、翻訳にみられる「結局」「やはり」「になる」という訳も限られた意味の場
合にのみ適切であることを明快に指摘していることである。第 4 章は happen to 不定詞について考察
している。辞書には「偶然、何々する」と記載されているが、その用法はそう訳されるものばかりで
はない。「偶然、何々する」とは、ある意味で事態の非意図性を表していると考えられる。しかし「～
するつもりはない」という場合とちがって、happen to 不定詞の表す「偶然」の意味は必ずしも「意
図性の欠如」ではなく、注意を喚起する効果として、唐突さをさけたり、実現可能性を低くするとい
う婉曲効果により丁寧な依頼などに用いられたりするということを考察している。第 5 章では、先の
３つの章で見てきた find oneself 構文、turn out to 不定詞、happen to 不定詞の特徴を振り返り、先ず
これら３つの表現の違いについて、同一著者の同一作品の中に用いられている find oneself 構文、turn 
out to 不定詞、happen to 不定詞の例を取り上げ、交換可能性を検討し、これらの表現の持つ意味合い
を利用しようとする話者の心的態度を示していると述べている。第 6 章ではこれら３つの表現は、あ
る事態について、そこだけその前後とは異なる視点を導入し、その事態を浮き彫りにする強調効果を
持っており、「語り」に変化と精彩を与えるという点で、無視できない重要な表現であると結んでい
る。本論文は find oneself 構文、turn out、happen to 不定詞は、いくつかの共通点も持ちながらも、そ
れぞれ独自の伝達効果を持ち、それが話者の心的態度を示すという指摘は今後のこの研究分野に大き
な視座を与えると確信できる。以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授
与するに値するものと認められる。 
 
